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• 鈴鹿市の総人口は、2010（平成22）年をピークに減少に転じています。特に、生産年

齢人口については、加速度的に減少が進むものと推計されており、生産年齢人口の減

少に伴う労働力の確保が課題となっております。

背景①（鈴鹿市の人口の動向・推移）

（出典：次期鈴鹿市総合計画策定のための第1回市民委員会（令和4年12月17日））の資料
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• 令和5年度の学校基本調査（文部科学省）によると、三重県における大学進学時の流

入・流出率は流出超過で全国ワースト2位（-33.2%）であり、更には、就職時にその

まま都市部の企業で就職することが多いため、若年層の人口流出の抑制、市内企業の

人材確保が課題となっています。

（※平成29年度における三重県の流入・流出率は、全国ワースト1位（-30.8%））

背景②（大学進学時の三重県の流入・流出率）

（出典：文部科学省「学校基本調査（令和5年度）」より算出）
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鈴鹿市総合計画２☺３１

ひとがつながり ＤＸで未来を拓く

＃最高に住みやすいまち鈴鹿
●ビジョン１ 子どもが輝き 人と文化を育むまち

●ビジョン２ 健やかに いきいきと暮らせるまち

●ビジョン３ 生命と財産を守り抜ける 安全・安心のまち

●ビジョン４ 自然と調和し 快適な都市環境を未来へつなぐまち

●ビジョン５ 持続可能な産業の発展と

にぎわいや交流が生まれるまち

●ビジョン６ みんなで支える 自分らしく生きるまち

【みんなの目標】

５－１ 新たな産業用地の創出などにより、企業誘致が進むとともに、
市内企業の生産力が向上している。

５－２ 市内に雇用の場が確保され、
安心していきいきと働くことができる環境が整っている。

５－３ 鈴鹿市産の農林水産物に魅力がある。

５－４ 地域資源を生かした、観光と商業のにぎわい創出を
支援することで、地域での経済効果が生まれている。



• 前述の生産年齢人口の減少や、大学進学時の流出超過等を背景に、鈴鹿市を含む三重

県内の雇用情勢は、コロナ禍を経て「売り手市場」の傾向となっており、激しい人材

確保競争により、市内企業の人材確保や生産活動への影響が懸念されております。

• また、企業によっては経営資源が限られていることもあり、採用活動に十分な時間・

人員・費用をかけることが難しく、必要な人材が十分に確保できていない状況です。

鈴鹿市の雇用情勢

課 題

• コロナ禍において変化が生じた雇用形態の多様化等に対応しながら、本市の実情に即

した事業を継続的に展開し「チーム鈴鹿」として鈴鹿市における雇用を促進します。

対 応

プロジェクト
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鈴鹿 deはたらこっ
※『 』の ビジョン５ に即したプロジェクト



「 」の概要

鈴鹿deはたらこっ！
就職フェア in TOKYO

LINE公式アカウント

「鈴鹿市お仕事ナビ」

鈴鹿市お仕事情報サイト

「鈴鹿 de はたらこっ！」

企業と高校の情報交換会
・インターンシップ

雇用促進連携協議会

合同企業説明会 in すずか
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【企業向け】※年２回開催

“地方で生きる中小企業採用力向上セミナー”

鈴鹿 deはたらこっ プロジェクト

【大学生向け】“鈴鹿市採用プロジェクト”

【高校生向け】“就職体験談イベント”



【仮】全体スケジュール

雇用促進連携協議会
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大学生向け 高校生向け 企業向け 鈴鹿市

鈴鹿市採用
プロジェクト

就職体験談
イベント①

就職体験談
イベント②

採用力向上
セミナー①

採用力向上
セミナー②

就職フェア
in TOKYO

合同企業説明会
in すずか

高校生向け
インターンシップ


